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任務で参加することになったのは昭和31年の こ とで し
























ともあって,我 々2人の部屋は ㌧ミー 宗谷"と な りまし





































たのですが,そ の間には思いもよらなかった いわ ゆ る
`くパ ドル"に難儀 させられたわけです,私も1mは ある
と思 った海氷が突然バリバ リという音がして,一 瞬海に
落ちたか と思いました.何 とも恐 しい経験でした.そ し





上車の ドライバーに転身しました.或 る時は,村 山さん
と2人で雪上車の中でいねむ りをし,同 じ場所をグルグ






















将来,南 極は もっともっと一般の人にも身近かな もの
となって くると思いますが,あ まり開発 してもらいたく
ない気持です.当 時 《暢南極は音のない世界 だ"《《南極に
は緑の太陽が出る"な どと書いたことがありますが,す
ばらしいあの自然を壊 したくないと,いっ も思っていま
す, (筆者:第1次 観 測隊 員,現 参 議 院 議 員)
〔本稿は当研究所岩淵美代子・助 「・との文才談によるものである:
第19次南極地域観測隊の出発 にあた り
平 沢 威 男
本年3月 乗鞍の冬期訓練からスター トした第19次南極
地域観測隊 も,その後の各種訓練,物 品調達,「 ふじ」
への績み込みなど全てのスケジュールを順調に消化し,
出発準備の万端が整い,あ とは出発を待つだけとなりま
した.隊 は総員40名(越冬隊30名,夏 隊10名)で 編
成され,例 年のように,11月25日東京港晴海埠頭から出
発,一 路南下し,来年の正月頃には昭和基地の近くに到















科学衛星からの観測データの受信などを計画 して い ま




















































が計画 されています.ま た,例 年のごとく,気象 ・地震


























き,オ ーロラ観測や野外観測を行 う者をやき もき させ
た.こ の悪天を縫って,み ずほ観測
拠点滞在要員の交代,食糧,燃 料の
補 給,無 人 観 測 点A1の 点 検 を 日的
と した 第4回 内 陸 旅 行 が 長 谷 川(リ
ー ダー) ,佐 々木,坂 本,城 代,古
川 に 中 型雪 上 車SM50S-1号 車.
ラ ジ コ ン ブル ドー ザ ーD31,ノ」、型雪
上車KC40-26}}車,居 住 カ ブ ー ス
橿2台,荷 物 睡6台 の陣 容 で10月27
日に1日発 した.
算;17次「隊カミ的≡{ト11」.1Ctこイ吏」目しtt　　ヵ
ブ ー ス を含 め て橿7台 を牽 引 し,そ
の威 力 をみ せ つ け た ラジ コ ン ブル ド
ー ザ ー は ,こ の 旅 行 で は 軟 雪 で;,T－し
み,し ば しば 亀 の 子状 態 とな り場 所
に よ..、て は 桟 の 台 数 を 半 減 して の り
切 らね ば な らず,使 用 時 期 のむ ず か
し さを 痛 感 させ られ た.
11月7口 み ず ほ に 到 着 した 旅 行 隊 は,非 常 用 車 輌 と し
てKD60-97」・平 に か えてKC-26号 車 を 残 し,長 谷
川,佐 々木,坂 本 と交 代 した 金 子(帰 路 の リー ダ ー),
外 谷,小 賀 に 城 代,古 川 の メ ソパ ーで13日A1点 に 向 っ
た.し か し ラ ジ コ ン ブ ル ドーザ ーは ス タ ー ター の 故障 で
残 置 の や む な きに 至 っ た.帰 路 は 順 調 な 旅 行 で15日 に
A1に 到 着,170ま で気 象 観 測 機 器 等 の点 検 を 行 い.11
月21日全 員無 事 昭 和 基 地 に 帰 投 し た.
昭 和 基 地 の観 測 は 夜 が な け れ ば で き な い オ ー ロラ の 光
学 的 観 測 な ど,夜 中 も 白夜 とな っ た10月下 句 に 終 了 し
た.地 理 部門 の海 底 地 形 調 査 は リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 中 央
部 の測 深188点を 行 い,オ ング ル 島 の西50km以南,ラ ン グ
ホ ブデ 西50km以北 の海 域 を ほ ぼ 終 了 し,現 在 オ ン グ ル カ
ル ベ ン周 辺 を行 って い る.ま た,み ず ほ 観 測 拠 点 で はW
MO　 (世界 気 象機 構)よ り新 ら た に国 際 地 点 番 号(89544)
を 受 け,今 ま での モ ー ビル コー ドに変 っ て 地点 番 号 を 使
っ て の地 上 気 象観 測 の通 報 を11月15日よ り開 始 した.そ
の他 の観 測 は支 障 な く行 わ れ て お り,隊 員 も第19次隊 の
受 入 れ 作 業 の 為か 軽 い腰 痛 を 訴 え る程 度 で全 員 元 気 で あ
る.
昭 和 基 地 は10月と もな る と,冬 の[田に す っか り厚 くな
っ た通 路 の天 井 の霜 が 落ち,ペ ンギ ンや トウ ゾ ク カモ メ
が 訪れ,急 に 夏の 気 配 が強 くな って くる,11月 に もな る
と,基 地 の 道 路 の融 雪 を 早 め る た め の 砂 ま き,輸 送 用 ト
ラ ッ クの 整 備 な ど第19次隊 受 入 れ 作 業 が 急 が し くな って
くる と と もに,瞭 くふ じ"出 港 の ニ ュー ス を 聞 き急 に 内 地










当 日は隊員OB.宗 谷,ふ じ乗組員OB,　事務局OB
等160名が参集,岡 野澄東京工専校長の乾杯に始まった
会は,村 山雅美次長の司会により.隊員OBで もある田








男OBの いつ もながらの第1次 隊の暴露話にどっと湧い
た後.朝 比奈菊雄隊員撮影の第1次 隊記録映画 「ペンギ
ンの国」が上映され,現 在とは違い探検的気分の画面を




策19次南極地域 観 測 隊 員(平沢威男隊長ほか39名)
と,同行する3名 のオブザーバーを乗せ た観 測船　Ctふ
じ"は.11月25日(金)午前11時,秋晴れの東京港晴海
埠頭を離れ,陽 光の中を一路昭和基地へ と向った.ふ じ
は途中オース トラリアのフリーマン トルにてチリ国の交
換科学者1名 を乗せ,12月下旬に氷縁に着き1月上旬か





格的に始まる予定・「醐 の資嚇 査」・予欄 査妬 ●
う。
また,越 冬隊30名は第18次隊と引き継ぎ,超高層観測












































・」1:閂分 野 自然 地 理学
隊 員歴
第2次 夏,第4次 越 冬,
第8次 越 冬,第16次 夏
(副隊 長)








問題とであった.従 って,代 表団には水産庁 ・資源エネ
ルギー庁の職員が含まれ,当 研究所からは永田所長,吉
田教授及び筆者が参加 した.




た.ま た,資 源問題となると,科学研究のために凍結 さ




これに対抗 したが,勧 告中に双方の主張を並 記 した 形
で,一時的な妥協が成立した.
鉱物資源問題については,ま ず開発技術が検討 され,
引き続き法律 ・政治問題が討議 された.そ の結果,探 査
・開発は,環 境に対する影響を避け得るようになるまで
は抑制すること,を含む勧告がなされた.し かし.基礎
研究は当然継続 されるわけであり,基礎研究 と探査 との
分別は極めて困難であるから,資源問題を念頭に置いた




























南 極観 測 「今昔物 語」
シリーズその6"生 活"

















































日本との通信,短 波ラジオの受信,各 国の南極基地 との
定時通信以外は全く一般社会とははなれてしまうのであ













































運営のための組織,日 課,当 直,会議,入 浴,洗 濯,水
つ くり,便所及び汚水処理,食 事,清 掃,機 械使用,娯
楽,防 火,防 災,保 安などである.これらのとりきめは
第7次,第8次 隊においてもっとも詳しくそれ以後は次





















































極 地 研 三二 ー ス










今更い うまでもない,し かし一般の物資 と同様酒の輸送
も制限され第5次 隊までは少なかったが,第7次 隊以降
は1人1日 平均ISO　rn£　(酒に換算して)以上はあった.

























米国国立科学財団(NSF)長 官アトキン ソ ン博 士
は,来 日早々の10月10日当研究所を訪問された.当 日は
祭日にもかかわらず永田所長以下関係者が同長官やNS




























　 　 in　le76-1977.　 October　l977
　 No.　41　(lenosphere)
　 　 Riometer　records　of　30　MHz　 cosmic　noise　at
　 　 Syowa　Statlon,　Antarctica　in　1976.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 November　1977
職員の異動





























長谷川正道,佐 々木秀勝,坂 本純一の3名 と城代雅夫,
古川IE三の2名,計5名 で構成 されている.悪天候 と軟










g月 下 旬,内 地 通 信 が困 難 とな り私 電 に5日 の遅 れ が
発 生 した.み ず ほ 観 測 拠 点 及 び 旅行 隊 通 信 も非 常 に 不安
定 であ っ た が10月に 入 ってか らは概 ね 良 好 で あ る.隊 員
健 康状 態 も概ね 良 好 で あ り,昭 和 基 地,み ず ほ観 測拠 点






平 均 気 温(Mcaluem【).)　CC)
最 高 気 流(MaX.　 tcrnp.)　CC)
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昭 和llU地で の[1ケ ッ ト実 験:.1,
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で 開 発 ㌧ ナニ1の..『1.//ttろ.南極.『'.川.ヒ山.・ ち パ
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－・io　C　V.ド に る 冬 期
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